
【 喪中はがきの印刷を承ります 】
　本年はお身内のご不幸により、 何かとお心残りの多い事と拝察致します。

間もなく喪中はがきのご準備時期となりました。 当社にて喪中はがき、

寒中見舞いはがきをご用意させて頂きます。 ご注文の際は同封の注文書に

必要事項を記入の上ご返送下さい。 また、ＦＡＸにてご注文を承る事も可能でございます。

作成後 当社スタッフがご指定の場所まで納品にお伺い致します。

※500 枚以上は 50 枚ごとに 1,080 円の割増しとなります。

● 喪中の範囲はどこまで？

　　配偶者、両親、兄弟・姉妹、実子、配偶者の両親、祖父母など、直径の血族が
　　一般的です。
● 葬儀に来てくださった方や親戚へも、 喪中はがきを出すの？

　　例年 年賀状のやり取りをしている方にお出しします。形式的ではありますが、
　　葬儀に参列頂いても年賀状を頂いている方へは出すようにします。
　　「親族同士では送らない」と提唱しているところもありますが、決まりでは
　　ありません。親族の場合は、年賀状を欠礼することを既に把握していることから
　　送る必要がないと考える方もいるようです。
● 喪中はがきはいつ頃出すの？

　　送る相手が年賀状の準備を始める前には送る必要があります。できれば 11 月の
　　中旬から遅くとも 12 月上旬までには届くように準備しましょう。

よくあるご質問

《 印刷料金表 》
枚　数 料　金 枚　数 料　金

１～５０枚

５１～１００枚

１０１～１５０枚

１５１～２００枚

２０１～２５０枚

２５１～３００枚

３０１～３５０枚

３５１～４００枚

４０１～４５０枚

４５１～５００枚

３，７８０円

４，３２０円

５，９４０円

７，５６０円

９，１８０円

１０，８００円

１２，４２０円

１４，０４０円

１５，６６０円

１７，２８０円

（ 私製はがき代 ・ 税込 ）

ご挨拶文章を№１～８までお選び下さい。
№７ ・ ８は寒中見舞いとなります。

※実際の印刷は見本と多少異なる場合がございますのでご了承願います。

株式会社

TEL 022-782-5758　　FAX 022-782-5759
ご不明点やご質問等ございましたら、上記電話番号まで
ご連絡をお願い致します。

電話受付時間　AM9:00 ～ PM5:00 まで。
FAX は 24 時間対応しております。（

（

ホームページからもお申込み用紙をダウンロードできます。
             http://www.seigetsuki.co.jp

※ はがきの持ち込みは官製はがき、 私製はがきともにご遠慮願います。

※ 左記から文章を、 デザインは裏面よりお選び頂き、 ご注文用紙を同封の返信封筒にてご返送

　　（切手は不要です。）、 もしくはＦＡＸにてご注文下さい。

※ 当社指定の文章以外をご指定される際は別途￥1,080 （税込） にて承ります。

　  ただし、 変更内容によりましては基本料金のみで承ります。 詳細はお電話、 もしくは担当まで

　　お問合せ下さい。

※ はがきのみの販売も１枚￥２０ （税別） にて行っております。

※ ポイントカード、 清月記商品券をお持ちの方はご利用が可能です。

※ メモリアルライフクラブ会員割引対象外となっております。

※ 作成後、 ご指定の日時 ・ 場所へご納品にお伺い致します。

※ 代金はお届け時にお支払いをお願い致します。

【 ご確認事項 】
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